
調11長い l つの車体に 2 組の台ll (を中関連結装置によって結ん だいし 伊 のしゆるい 台車の種類 台111は車両の車体重量を

であるが，山線を述転するとき IUI線通過を円滑に行うため， 事 支持して線路を走る走り 装置で， 車両の極別 ・ 車体術造および

休と台車との相互{昂倫(へん L 、) に対 して適当の復心力を与える 五I!転状態によってその防造が具なっている。 後関車で事端連結

ため，各台耶の中関連結装置寄りで. 111{.本の長さ方向に直角に 主主位を台車端にl反付けているものは， 主台本と先台111および従

事休床にばね受を設け， ここで台車横ば りに取付けられた復心 台車とを組合せたものが多いが， 高速度巡転を行わない小形機

装置のばね室内に入れたコイノレばねの弾力を受けている。 1誕J 111では， 先台11iおよび従台車はmいず， 主台車のみのものが

中間述結装置は5 1 ~員俸と緩衝lまねを汗lいた引娘絡式および玉 多い。この場合は単に台11工と L 、う。図ーl は主台111 と先台車とを

縦手とコイ ノレばねを ft'J し 、た玉継手式な どあるが， 国鉄形電気機

|誕J ll1は大部分 i); i7 I iJ.&絡式である。主電!ll)J後つりfPiばりは，心ざ

ら付機ばり(まくらばり)に主電動後つり装置を設けたものと ，

と くにこのささえ装置のために設けた横ばりとがある。いずれ

も台車わくを椛成する主要部品で， かつ主電動機を通じてうけ

る動的荷震にも十分耐える強度をもっている。図 1 は EF58 J診

の主台車組立，図 2 はその主台わく組立を示す。

主台Ij工には取h箱もり に案内されてしゅう政jする il4h紛が， 輸iliill

の駒h くびにはめである。納受は平iJidl受と コロ剥i受と あって， コ

ロ j納受にはiU式門すいコロ取h受を使っている。輸qilUにはタイヤ

を焼ばめた愉心と大樹11ï とが日目入してある。大{輪車は線路より

うける衝撃もcやわらげ， かつ動力の伝迷を門前に行うため， 一

般にはばね入歯車を採用している。台車のばね裟i位はその支持

プ':i i去に 3 点支持と 4 点支持とあるが，いずれも基準君主計 の重ね

板ばねを， 各íffjJ納車由箱の上に設けたばね台にのせ，各íffjJ i地に対

して重量配分が均等になるように配置した。つり合ばりの両端

からねじ機付 ばねつりで支持している。 しかし 2 制l台Ijïて、は，

1 íffjJ刺l侮に単独に台車わくにI反付けたばねつりで支持したもの

がある。抱lまねを用L イニ(fね装位では， タ イ ヤの摩耗な どによ

る述結?$中心1主さは， ばねつりポノレ トのねじによって調整する

ことカ:できる。

基際プレーキは空気プ レーキの ブ レーキシリ γ ダ ・ ピ スト γ

憾の作用するてこから ， 各車輸にプ レー キブ〕を作用 させる制愉

子までの談fo~ で，台車わくに支持されている。 íl~J輸子は乙形 3

号を HJい . Ill f晶に対しては抱合せ制輪子式と片側制輪子式とが

あるが， コロ ililh':支が採用されてから . ;1!iI1~巨の短縮と附造の簡易

化から ， EF 形にはm式片!HlI制+晶子が採用されている。

主台車の前部を支えるように， 動輪軌の先頭に設けられた別

の台111を先台車 と L、う。先台111には l 和h ま たは 2 il!lh先台 11"があ

る。

電気後|主1 '11の車体台わくに十分の剛性を与え . I~I ífiJJ連結総お

よび緩衝装iEを，それに]反付 ける場合には ， 1[ífiJJ台Jlï と問機な

ボギ一台III 'Z' !\'lいる。

EH 1 0)診詰創立1車に汗J ~、た台111 (図ー3) はこの方式で，国鉄が最

初Jに試みた嬬れまくら式 2 制lポギー台車である。この台111の台

車わくはー休音寺鋼とし， 軸ばねにみがきコイ ノレ lまね， まくらば

ねに 2ìili板ばねを用い 2 つの並行した主電動段つり 装置付倣

ばりの聞に」ゴ謡*1.まくらをおき，心ざらの jilij!lli!に防J反ゴム付 伺l

受を設けてある。

この似1I受には車体重量の約 15 % の荷重を負担させてあるが，

そのはさみ金によって負担荷電を調殺するーことができる。

基礎プレーキはその効率の向上をはかり . 1 111輪ごとに 1 !1!1 

のプレーキ シ リンダを設けその倍率は 6 である。主m励絞っり

装i位十こrJ'J ~、た防仮ゴムは， 主 l[ ífiJJ機のノ ー ズに挟まり上下に作

用でき ， かつ自由に主ftî動畿の前後左右への複雑な巡動ができ

るようにな っ ている。またドロップピットにより 111 !本と台111 と

が組まれたまま主電動措置の1反付 ・ 取はずしが容易にできる榊造

のものである。 この台耶による仮動性能は振動性能のよい電"11

m台工事と間程度である。(沢野周一)
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1. EF 58 形劇誕l取の台車

客Jliおよび大形:llìll1には，台車の中心にある心ざらまたは心俸

を中心として， 個々の台111が自 由に回転することのできる 2 由11

または 3 制lの台車を用い， 本側lの数によって 2 軸ポギ一台車ま

たは 3 取hポギー台車と称している 。 またポギ一台車は台車わく ・

上帰れまく ら ・ ばね主主位および軸受箱の榊造などによって， そ

れぞれその特性を表わす名称がある 。

1 主台車 íffjJ輪;1副!とその駆動装置を主体とした台車で，

その111端若干りの台車わくを支持する先台車または従台車と組合

せてあるので主台車という。一般に大形の機関車に用し、られて

L 、る。

2 先台111およ び従台車 機関車の主台車ífiJJ輪軌の前頭また

は後部に設けられた別の台車で，後関車が曲線通過のとき運転

を門的にするのを目的としている。単軌または 2 車hによって l

恥h先台車または 2 取hポギー先台車と呼んでいる。これは普通主

台市から荷量を分担し l山線路上において僚l主jJI1の復元力を起し，

機|話l事進行の案内をする。 機関車の前頭にあるものを先台事，

後部にあるものを従台車と呼んでいるが， 7ft気|畿関車のように

前後いずれにも運転し得るものは，その進行方向により 同一台

111が先台車ともなり従台111 ともなる。

先台111および従台111の復元装置には数極あるが，国鉄の揺善隣1

111は大部分 コロ式とエコノ ミ式である。先台1t1および従台車な

らびにその復元装置については キ先従台111 (蒸気儀|話1111 の)。

3 動力台車および電動台車 台11互に滅迷備111装置と ， 主1[

íffjJ俄または他の l!f(íffjJ後によって駆動される駆動装置を取付けて

いる台平を動力台車と称し， とくに主電動織を取付けている台

111 を 11!: ifUJ台車と l呼んでいる。これはとくにポギ一台車で，客11ï

丹l 台車のように動力装世のない台11;: と区別するための呼び方てs

ある。|翠ー2 は国鉄tlj)IIの DT 17 形電動台車を示す。

4 付随台車 動力台111を有する車両に述結して運転する車

両に!lJ t 、る台車で. j球速装置 と主'i[iIiJJ後または他の原動織によ

る駆動装鐙のない電車の付随車 ・ 制御率 ・ 客車または貨車用な

どの台JIIである。

5 関節台車 平 !*の長L 、 1[111では . illl線通過に支障のない

ように車体を 2 つに分けて常時分割しないiill結とし， この連結

rm分に Ì'n り而の広いと心ざらを設け，これを台車の心ざらと組

合せた 2 刺iポギー台11工または 3 ;1油ポギ一台車を用いることがあ

る。この台111を関節台11i と呼んでいる。

6 単台車 小形の11Ijf可に取入れられている もので， 台車

わくを有せず， 輸判lを直接1Iï {*にl反付けた十~i'rr造のものである。

線路の l曲線~I" l圭により前h~[! に制限がある。草取hの方向が車体に




